
電話：022-384-8900 （第1・3火曜を除く9：00～18：00）
公益財団法人名取市文化振興財団主催

お問合せ：名取市文化会館
名取市/名取市教育委員会後援 イオンモール名取協力 古典空間制作協力

　　　取の地に伝わる伝説「名取老女」。
　　　復曲能「名取ノ老女」としても再演
を重ね、お馴染みとなったこの作品は
“名取の宝” と言えましょう。

復曲能「名取ノ老女」にも出演された能楽
師・鈴木啓吾さんによる “能楽レクチャー”、
復曲能の解説と仕舞。
そして、講談師・神田織音さんによる新作
講談「名取ノ老女」をお楽しみいただきます。
名取の老女の想い、祈りと希望をテーマに書
き下ろされた心温まる物語…ご期待ください！

名

名取市文化会館 小ホール

2022年

2月26日（土）
14：00開演 13：30開場

チケット 全席自由
シーパイン友の会 3,000円
一般 3,500円／学生（大学生以下）1,500円
※未就学児入場不可※学生席は名取市文化会館窓口にてお求めください。（要・学生証）

発売日 シーパイン友の会先行予約 12月11日㈯ 9:00～
一般販売 12月18日㈯ 10:00～

プレイガイド 名取市文化会館／名取駅コミュニティプラザ
／藤崎／ローソンチケット（Lコード：21982）
／チケットぴあ（Pコード：509-650）
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出　演 鈴木 啓吾/坂 真太郎

名取熊野那智神社宮司 井上 幸太郎
神田 織音

ゲスト
講　談
能

※本公演は収容人数100%での実施です。当日、会場での感染症拡大防止対策へのご協力をお願いいたします。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベント内容の変更や中止となる場合がございます。
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仙台空港アクセス線

名取北高

●イオンモール

保健センター
●

◀ 大手町

名取市文化会館

ホテルルートイン●

・仙台空港アクセス線「杜せきのした駅」より徒歩 8分
・JR「名取駅」より徒歩17分
※タクシーをご利用の場合は JR 名取駅が便利です。
※駐車場の収容台数には、限りがございます。
　公共交通機関をご利用になるか、できる限り乗り合わせて
　ご来館くださいますよう、みなさまのご協力をお願いいたします。

名取市文化会館
TEL 022-384-8900（第 1・3火曜日を除く9：00 ～18：00）
〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 520
TEL 022(384)8900  FAX 022(384)6684  http://bunka.natori.or.jp/

 「名取市文化会館」

講談 神田  織音
講談協会所属。高校時代から俳優として演劇と向き合い約10年後、神田香織に入門。2011年 真打に昇進。
古典講談は言うまでもなく、福祉や相続、防災などの社会問題を題材にした新作講談に積極的に取り組む
他、青春物や文芸物までその幅広いレパートリーは数知れない。落語会や地域寄席をはじめ、学校公演、
ラジオ出演、企業のPRイベント等、講談という話芸を活かした様々な活動を全国各地で行っている。

名取熊野那智神社宮司 井上 幸太郎
愛知県出身、國學院大學文学部神道学科卒業。
小料理屋を営む普通の家庭の長男として育つ。大学進学のため上京し卒業後岩沼市にある金蛇水神社に奉職の
ため宮城県に移住する。14年間の奉職を経て、先々代宮司の死去に伴い常駐の宮司が不在となった熊野那智
神社の宮司に平成 28 年に就任し現在に至る。

能   鈴木  啓吾
観世流シテ方能楽師。公益社団法人 観世九皐会所属。公益社団法人 能楽協会会員。重要無形文化財（総
合）指定保持者。一般社団法人 日本能楽会会員。一般社団法人 一乃会 代表理事・遊楽スタジオ代表。
三世 観世喜之に師事。観世九皐会、緑泉会での演能活動を中心に、1997年から自らの研究公演［一乃会］
を主宰。2001年『道成寺』、2020年『翁』披演。2019 年『鈴木三郎重家』復曲上演。2005 年から能
楽普及イベント「ことのはかぜ」、「遊楽のひととき」、講談とのセッション・イベント「古典をことばで旅
する ことのはかぜ」等を企画・主催。著書『能のうた』『続・能のうた』ともに新典社刊。

名取の地で愛され続けている名取老女の物語は、かつて能
として作品化されましたが長らく上演が途絶えていました。
平成 28 年、東京の国立能楽堂にて＜復興と文化＞と題し
た企画公演…復曲能「名取ノ老女」が初演され、翌平成
29 年には名取市文化会館開館 20 周年記念事業公演とし
てこの地でも上演されました。
今回の新・名取寄席 part9 は能楽と講談のコラボレーション。
ここ名取に伝えられる老女の伝説を、さまざまな角度か
ら楽しく解りやすくお届けします。どうぞお楽しみに！

能   坂  真太郎
観世流シテ方能楽師。公益社団法人 観世九皐会所属。公益社団法人 能楽協会東京支部常議員。重要無
形文化財（総合）指定保持者。一般社団法人 日本能楽会会員。たいとう観光大使、台東区アートアドバ
イザー。故・坂真次郎の長男。三世 観世喜之に師事。東京藝術大学音楽学部邦楽科卒、安宅賞受賞。
2008年・坂真次郎三回忌追善能にて『道成寺』披演。

地元名取の熊野那智神社・井上幸太郎宮司と能楽師・鈴木啓吾、講談師・
神田織音による名取老女をめぐる鼎談。

第１部 鼎談 名取老女

能楽についてのレクチャーと復曲能「名取ノ老女」についての解説。「名取ノ老女」
より、熊野権現の意向を名取ノ老女に伝える、護法善神の仕舞の披露。

第2部 復曲能 「名取ノ老女」

名取ノ老女の祈りと希望、熱き想い…。本公演のために書き下ろされた新作講談！

第3部 新作講談 「名取ノ老女」


